
No.
最終案
掲載頁 ご意見（要旨） 本市の考え 修正内容

1 32頁

それぞれの施策が有機的に影響してい
ることを示すべき。
例えば、自転車走行空間整備がルール
遵守に影響を与えることや、シェアサ
イクルが自転車の利便性向上、放置自
転車の減少に寄与すること、自転車通
勤の促進の時に教育をすることで幅広
い属性に教育機会を提供できることな
ど。

第４章２ 施策の体系の項目に、基本方針
に沿った各施策については、相互に関連し
ながら取組みを進めることで、基本目標の
実現を目指す旨の記載を追記いたします。

第４章　基本目標・方針と推進施策
２ 施策の体系

【修正前】
前節にて示した基本方針に基づき、対応する施策を次のとおり整
理します。

【修正後】
前節にて示した基本方針に基づき、対応する施策を次のとおり整
理します。
なお、施策の実施にあたっては、各施策を相互に関連させながら
取り組みを進めることで、基本目標の実現を目指します。

2 35頁

子供が主体となる取り組みは非常に重
要。施策２「交通ルール・マナーの実
践的な教育」という表現だけでは弱
く、例えば「安全な社会づくりのため
の貢献」のような、自分の命以外の、
他者や社会の安全性向上のために、自
分達に何ができるかという教育を推奨
する要素を盛り込んではどうか。

ご意見を踏まえ、施策２を「地域の交通安
全を考える実践的な教育」と改めます。

第４章　基本目標・方針と推進施策
３ 推進施策
施策２

【修正前】
中学・高校や大学等における自転車の交通ルール・マナーの実践
的な教育

【修正後】
中学・高校等における地域の交通安全を考える実践的な教育の実
施

第３回仙台市自転車の安全な利活用推進計画策定委員会におけるご意見と本市の考え方
資料１
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最終案
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3 41頁

自歩道の活用については，どのような
配慮をするか明記した方が良い。
自歩道は“歩道を通行してもよい”と
いう意味であり、歩道通行を推奨して
いるわけではないので、自転車走行空
間（車道混在）の整備はしてもよいと
考えられる。車道における整備を行わ
ない場合でも、歩道通行時の徐行義務
等を遵守させるような指導や表示等は
必要である。

施策10の１）自転車ネットワーク路線整備
の基本的な考え方に、自転車歩行者道の活
用に関する説明文を追記いたします。

第４章　基本目標・方針と推進施策
３ 推進施策
施策10　自転車ネットワーク路線の選定・整備
１）自転車ネットワーク路線整備の基本的な考え方

【修正前】
本市では、これまで都心部を主体に ～略～ 整備を推進しま
す。
自転車ネットワーク路線は ～略～ 引き続き取り組みを進めま
す。

【修正後】
本市では、これまで都心部を主体に ～略～ 整備を推進しま
す。
自転車歩行者道については、ルールを遵守した安全走行の周知を
図りつつ、今後の本市における都心再構築などの各種関連事業の
取り組み状況を見て、車道上での整備を検討・調整していくこと
とします。
自転車ネットワーク路線は ～略～ 引き続き取り組みを進めま
す。
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4
66～

67頁

ルート検索等から最適な移動手段を提
案し、その中に自転車やバスその他を
どう盛り込むかということを、Ｍａａ
Ｓの枠組みで検討するのは重要な視
点。本計画にＭａａＳ推進の要素を
もっと盛り込んでもよい。

5
66～

67頁

今回の計画案は自転車目線で書かれす
ぎている。ＤＡＴＥ ＢＩＫＥのところ
にもあるが、まちづくりや他の交通手
段との連携をはじめとした「自転車の
立ち位置」を意識すべき。従前の利用
形態だけでなく、“週１回でも自転車
を使いやすい”とか“自分のレベルに
合った使い方ができる”等のイメージ
を明示しても良い。

施策18に、ＭａａＳ(=Mobility as a
Service)によるＤＡＴＥ ＢＩＫＥと市内
の各種交通手段（Mobility）やまちのアク
ティビティ（as a Service）とのつながり
を構築していく旨を追記いたします。

第４章　基本目標・方針と推進施策
３ 推進施策
施策18　ＤＡＴＥ ＢＩＫＥの利便性向上

【修正前】
（施策の考え方）
今後、ニーズを踏まえたポート配置や高密度化、利用手続きの
シームレス化など、利便性の向上に取り組みます。

（具体的な取り組み）
②ＭａａＳ(=Mobility as a Service)を活用したコミュニティサ
イクルの空き情報検索、他アプリと連動した利用手続きのシーム
レス化に向けた実証実験（観光型）の実施と導入に向けた検討

【修正後】
（施策の考え方）
今後、ニーズを踏まえたポート配置や高密度化のほか、ＭａａＳ
(=Mobility as a Service)による市内の各種交通手段
（Mobility）やまちのアクティビティ（as a Service）とのつな
がりを構築し、利用の拡大を図ります。

（具体的な取り組み）
②「仙台ＭａａＳ(=Mobility as a Service)」によるＤＡＴＥ Ｂ
ＩＫＥと他の移動サービスをシームレスに乗り換えることができ
る仕組みの構築
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最終案
掲載頁 ご意見（要旨） 本市の考え 修正内容

6
69~

70頁

ネットワークについては、沿岸部や秋
保地域で自転車の活用がされていると
ころだが、道がつながらないという課
題がある。仙台市内だけでなく、近隣
市町村、県全体、隣県も含めた連携し
た整備ができれば来訪者の増加につな
がる。
都心部からサイクリングルートへのア
クセスについて計画中に記載がある通
り、施策10と施策20・21は関連がある
と思っている。庁内担当部署と上手く
連携し、重点整備と位置付け推進して
いただきたい。

本計画では、今後５年間で優先整備する地
区として、自転車の利用状況や交通事故発
生状況等の総合的観点に基づき、【都心エ
リア】、【泉中央エリア】、【長町エリ
ア】の各拠点毎にネットワーク路線を選定
の上、整備を進める方針としています。サ
イクルツーリズムについては、庁内関係部
署のほか、国、県、周辺自治体等と連携
し、施策20、21に基づき取り組んでまいり
ます。
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最終案
掲載頁 ご意見（要旨） 本市の考え 修正内容

7 73頁

保険やヘルメットについては前年比プ
ラスマイナスだけでなく、数値を設定
できないか。
保険加入率８割、９割という高い目標
を市が示した方が市民の加入率が上が
るのではないか。
数値目標を掲げる際の根拠をどうする
かなど、難しさもあると思うが、検討
願う。

ご意見を踏まえ、「市民の自転車ルールに
対する理解度」、「市民の自転車ルールに
対する遵守率」、「自転車損害胃賠償保険
等の加入率」、「ヘルメット着用率」にお
いて、具体的な数値を評価指標として設定
いたします。

8 73頁

目標として、コミュニティサイクルが
現状より増えるのはほぼ確実なので、
実質目標になっていないように感じ
る。達しない場合にもその要因を分析
できればいいので、上り幅を大きくす
るなどの数値目標を設定しても良いと
思う。

コミュニティサイクル「ＤＡＴＥ ＢＩＫ
Ｅ」に関して、これまでの利用状況などを
勘案し、また、事業者とも調整を図り、目
標年度における具体的な利用回数を評価指
標として設定いたします。

第５章 計画推進のための仕組み
１ 評価指標
表 ５.１ 基本方針に対応する評価指標

【修正前】
●市民の自転車ルールに対する理解度
●市民の自転車ルールに対する遵守率
●自転車損害賠償保険等の加入率　　　　対前年度比「＋」
●ヘルメット着用率
●コミュニティサイクルの利用回数

【修正後】
●市民の自転車ルールに対する理解度
　　令和７年度　90％（令和２年度実績81.7%）
●市民の自転車ルールに対する遵守率
　　令和７年度　70％（令和２年度実績56.1%）
●自転車損害賠償保険等の加入率
　　令和７年度　85％（令和２年度実績59.9%）
●ヘルメット着用率
　　令和７年度　30％（令和２年度実績13.3%）
●コミュニティサイクルの利用回数
　　令和７年度 100万回／年度
　　（令和２年４月～12月実績49.8万回）
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